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ゴミ最終処分場の建設予定地を視察

小高村長来年 4月から給食費無償化―

来年 4月から給食費無償化、村長表明

 

 

 

 

厳しい寒さが続く中、皆様お元気ですか。 

1 月 23 日の千葉日報で、小高村長は学校給

食の完全無償化を来年 4 月から始めたいと表

明しました。また「駅北側に乗降口がないと

形が見えてこない。木更津の岩根駅の片側(東

側)に(IC カード専用の簡易改札機がある)改

札ができたらしいので、八積駅北側にもでき

ないのか協議中」とのことです。 

議会では最終処分場の建設予定地の工事現

場を視察しました。 

 
長柄町最終処分場建設現場 

1 月 23 日、議会で長柄町舟木地先に現在建

設中の最終処理場を視察しました。総工費 31

億 8 千万円、使用開始は令和 8 年。視察は中

の島のゴミ処理場で説明を受け、後に現地に

向かいました。 

建設現場は、鉄筋コンクリートの枠だけが

できている状態でした。現地の説明では「今

後は屋根を設置し完成となります。今までの

処理方法とは違って中の島で燃やした焼却灰

に上から散水し処理することになります」と

のこと。焼却灰の埋め立て開始は令和 8 年～

令和 23 年で、使用開始から 15 年で満杯とな

ります。 

 

 

 

 

 

 

議員定数、アンケートを実施 
1 月 17 日には議会改革特別委員会が開催さ

れ、議員定数についての協議がされました。

出された意見について報告します。 

〇職員アンケートをとった結果がでているの

で、村民アンケートは必要ないと思います。 

〇議員定数については条例があります。参考

人制度の活用や村長と協議するなど行うこと

になっている。 

〇住民から請願など、まだ出されていない。

村民から聞こえてくるのは「議員の活動が見

えない」とのことです。私達がもっと議会で

一般質問したり、議員が報告ニュースを発行

したり、議会ネット中継を早く実施すること

です。議員定数の削減には反対です。 

〇議員定数を変更するには十分な周知期間が

必要となります。 

〇村民の意見を聞くべきです。県内の町村議

会を見ると人口のわりに長生村は議員の数が

多すぎると思います。 

〇給食センター建設の時はアンケートをとら

なかった。アンケートは取った方が良い。 

〇村民アンケートを取るなら、議会の考え方

こきを書き込み、意見を聞いてみたらどうか。 

※様々な意見が出されました。今後は村民ア

ンケートを行い、村民の意見を聞くことにな

りました。 

 長生村議会議員        

ホームページは「石井としお」で検索 

2025 年 2 月 172 号 

石井としお後援会発行 

部内討議資料 

長生村七井土 1387-2 

電話 090-3094-0321 

※今、国会では立憲民主党などの野党が給

食費の無償化、高校授業料無償化、103 万

円の壁を引き上げる。などの修正案を石破

総理に質問しています。「ゼロ回答なら予

算案には賛成しない」と、野党の皆さんが

頑張っています。石井も野党の案を応援し

ています。 
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※反対した議員は石井、関、石川忠夫でした。 

自校給食評価・給食センター建設反対の討論

を報告します 

給食センターの問題点を申し上げます。 

① 食中毒や災害が起きたら一斉に給食中止となります。 

② 県のデーターでは給食センターは残食が増える。美味しくないから残すの

です。 

③ 栄養士のクラス巡回が少なく、作る調理員の顔が見えなく食育が弱まる。 

④ 食材の調達が大量仕入れとなり、地元の食材確保が厳しくなります。 

⑤ 匂いを感じて勉強ができなくなり、温かいもの、冷たいものなどを、子ど

も達に食べさせることができなくなる。調理室は学校の敷地に残すべき。 

⑥ 2 年間で 16 億 8300 万円、追加で自校給食調理場の撤去費用が加算されま

す。給食センターを建設するのではなく、リフォームして、浮いたお金で

村民の福祉、教育にお金を回すべきです。 

⑦ 建設用地の周辺は浸水 80 ㎝未満です。土盛りをし、基礎を上げても、津波

がきたら調理員が仕事に来られますか、配送するトラックが各学校に配送

することができますか。 

⑧ 保護者アンケートも取らない、パブリックコメントもやらなかった。建設

計画決定後に住民説明会を開きました。大事なことは建設計画決定の前に

住民説明会をやるべきでした。保護者を無視し、住民を無視した給食セン

ター建設と言わざるを得ません。 

 

全国的に調査すると 5 割が自校給食です。東京では「給食センターから自校

給食に戻す学校が増えている」と聞いています。村の公共施設等個別施設計画

を見ますと、小中の子どもの数の予測では「2025 年が 734 人、2060 年は 242

人」と現在からみると、子どもの数は約 3 割に激減します。当初の建築面積か

ら 300 坪縮小したことは評価しますが、さらに縮小すべきでした。撤去費用も

含めると莫大なお金をかけることになります。よって工事請負契約の締結に反

対討論とします。 

 

昨年の 9 月議会で、石井は給食センター建設工事の契約議案に対し、反対の

討論をしました。概略です。 

た。概略ですが、報告します。 


